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2広報しずくいし　第613号

地産地消のまちづくり
特集

地産地消とは、「地域で生産したものを地域で消費する」
という意味です。
近年、消費者の農畜産物に対する安全・安心志向の高まり

や生産者の販売方法の多様化が進む中で、消費者と生産者を
結びつける地産地消への期待が高まってきています。
生産者と消費者が顔と顔を合わせて繋がることで、地域の

輪が広がり、地域全体の元気に繋がります。



3 広報しずくいし　第613号

Ｂ
Ｓ
Ｅ（
牛
海
綿
状
脳
症
）や
残

留
農
薬
、
さ
ら
に
は
産
地
偽
装
な

ど
の
問
題
か
ら
近
年
、
食
に
対
す

る
消
費
者
の
不
安
は
大
き
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
消
費
者
か
ら
は

安
全
で
安
心
で
き
る
食
を
求
め
る

声
が
高
ま
り
、
生
産
者
に
は
こ
れ

ま
で
以
上
の
安
全
性
の
高
い
農
産

物
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
の
活
性
化

食
の
安
全
性

食
生
活
の
見
直
し

伝
統
的
食
文
化
の
継
承

日
本
の
食
料
自
給
率
を
ご
存
じ

で
す
か
。
日
本
の
食
料
自
給
率
は

先
進
主
要
国
の
中
で
最
も
低
い
三

九
パ
ー
セ
ン
ト
。
そ
の
中
で
米
は

国
内
で
作
れ
ま
す
が
、
一
方
で
、

作
り
す
ぎ
だ
と
し
て
生
産
を
減
ら

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
量
の

減
少
や
生
産
者
価
格
の
低
下
、
高

齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
な
ど
の

問
題
が
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。
安
定
し
て
安
全
な
食
料
を

供
給
で
き
る
体
制
が
必
要
で
す
。

外
食
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な

ど
を
多
く
利
用
す
る
食
生
活
を
送

っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う

な
食
生
活
を
続
け
る
と
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
乱
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活

習
慣
病
な
ど
の
一
因
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
栄
養
価
の
優
れ
た
米

や
野
菜
中
心
の
食
生
活
が
見
直
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

地
元
の
食
材
を
使
い
、
地
元
の

人
が
お
い
し
く
食
べ
る
。
そ
ん
な

地
産
地
消
の
モ
デ
ル
の
よ
う
な
日

本
型
食
文
化
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
伝
統

的
郷
土
料
理
や
家
庭
料
理
が
、
現

代
の
食
生
活
の
変
化
か
ら
消
え
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
特
有
の
食
文
化
を
継
承
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
今
、
地
産
地
消
な
の
か



4広報しずくいし　第613号

地産地消のそれぞれの目線

輸
入
食
品
へ
の
信
頼
性
が
大

き
く
揺
ら
い
で
い
る
中
、
消
費

者
の
購
買
志
向
は
、
国
内
産
、

県
内
産
、
町
内
産
に
向
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
誰
が
ど
こ
で
作
っ

た
の
か
が
わ
か
る
安
心
・
安
全

な
地
元
食
材
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

産
直
施
設
、
ホ
テ
ル
や
旅
館

な
ど
へ
の
出
荷
に
よ
り
流
通
コ

ス
ト
の
削
減
が
図
ら
れ
、
農
家

収
入
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
と
の
距
離
が
近

く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者

を
意
識
し
た
農
業
生
産
が
可
能

に
な
り
、
や
り
が
い
や
生
き
が

い
が
生
ま
れ
生
産
者
の
心
の
活

性
化
に
も
繋
が
り
ま
す
。

地
元
食
材
や
、
地
元
食
材
を

活
用
し
た
食
事
と
観
光
を
結
び

つ
け
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の

拡
大
と
地
域
活
性
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
産

地
消
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
住

民
の
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着

が
生
ま
れ
、
地
域
全
体
の
魅
力

が
高
ま
り
ま
す
。

消
費
者
に
と
っ
て
は

生
産
者
に
と
っ
て
は

ま
ち
に
と
っ
て
は

地産地消の形

現
在
、
町
内
の
十
一
の
小
中
学
校
で
、

米
は
全
量
町
内
産
の
あ
き
た
き
ま
ち
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
な
ど

は
学
区
ご
と
の
結
び
つ
き
で
、
地
元
産

直
組
合
な
ど
か
ら
仕
入
れ
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
場
産
品
を
供
給
す
る
こ
と
で
、
安

全
・
安
心
は
も
ち
ろ
ん
、
旬
な
お
い
し

い
食
材
が
給
食
を
彩
り
、
子
ど
も
た
ち

に
も
笑
顔
が
生
ま
れ
ま
す
。

町
内
に
は
道
の
駅
の
産
直
や
複
数
農

家
に
よ
る
農
家
組
合
な
ど
に
よ
る
も

の
、
個
人
が
設
置
す
る
も
の
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
産
直
施
設
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
町
内
産
品
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

て
い
る
量
販
店
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
販
売
所
が
増
え
れ
ば
、
新
鮮
な
地

元
食
材
を
手
軽
に
購
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

生
産
者
や
産
直
組
合
な
ど
か
ら
直
接

仕
入
れ
を
す
る
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
生
産
者
は
、
流
通
コ

ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
、

ニ
ー
ズ
を
感
じ
な
が
ら
よ
り
効
率
的
な

生
産
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

食
材
を
料
理
と
し
て
提
供
す
る
ホ
テ

ル
や
旅
館
な
ど
で
は
、
旬
な
地
元
食
材

を
活
用
し
た
食
事
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
観
光
面
で
の
誘
客
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
一
般
家
庭
や
飲
食
店

な
ど
、
地
産
地
消
の
形
は
多
様
な
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
安
全
な
地
元
食

材
を
安
心
し
て
食
べ
る
た
め
に
、
地
域

全
体
で
地
産
地
消
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

学
校
給
食

産
直
施
設

ホ
テ
ル
や
旅
館

昨年実施された地産地消給食。生産者らを招いて食べる味は格別においしい

地
産
地
消
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
身
近
で
行
わ
れ
て
い
る
地
産
地
消

を
紹
介
し
ま
す
。
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ま
ち
の
声

生
産
者
や
消
費
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
産
地
消
を
実

践
す
る
こ
と
で
、
地
域
、
ま
ち
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

これからの地産地消

町
で
は
、
地
産
地
消
を
推
奨
す
る
施

設
の
一
つ
と
し
て
雫
石
駅
南
口
イ
ベ
ン

ト
広
場
に
「
産
直
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
」

を
整
備
し
ま
し
た
。

町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
畜
産
物
の
多

く
は
農
協
の
系
統
出
荷
に
よ
り
大
消
費

地
に
流
通
し
て
お
り
、
町
内
で
調
達
す

る
こ
と
が
容
易
で
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
産
直
ス
ペ
ー
ス
は
町
民
へ
の
提

供
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
も
年
間
お
よ
そ

三
百
万
人
の
本
町
へ
の
観
光
客
を
受
け

入
れ
て
い
る
町
内
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
な

ど
で
町
内
産
良
質
食
材
を
提
供
す
る
た

め
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
流
通
経
路
を
確
保
す

る
こ
と
で
農
家
の
所
得
向
上
を
目
指

し
、
併
せ
て
雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
有
効
利
用
や
駅
周
辺
地
域
の
活
性
化

も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
六
月
三
十
日
に
農
業
者
、
商

工
観
光
関
係
者
な
ど
に
よ
る
「
し
ず
く

い
し
産
業
再
生
戦
略
会
議
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
今
後
、
地

産
地
消
を
含
め
農
業
を
核
に
し
な
が
ら

地
域
産
業
の
再
生
に
向
け
て
の
課
題
解

決
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
南
口
の
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
活
用
し
た

「
土
曜
夕
市
」
を
開
催
し
ま
す
。
町
内

の
農
家
が
収
穫
し
た
農
産
物
を
は
じ

め
、
加
工
品
な
ど
も
販
売
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】
七
月
二
十
六
日
、
八
月

九
日
、
九
月
十
三
日
、
十
月
十
一
日

【
開
催
時
間
】
午
後
四
時
か
ら
午
後
七

時
ま
で

し
ず
く
い
し
産
業
再
生
戦
略
会
議

土
曜
夕
市
開
催

雫
石
駅
産
直
ス
ペ
ー
ス

安全・安心な新鮮野菜を
安く買えるのが魅力

西和賀町在住

田中サヨ子さん

私は、1週間に1回
ほど産直を利用して

いますが、スーパーなどの量販店で野菜を買
うことはあまりありません。やはり、産地偽
装や残留農薬など食材の安全性を考えます。
その点産直は、生産した人と顔を合わせ話を
しながら買い物ができて、安心感があります
よね。最近の物価の高騰を考えると、安全・
安心な新鮮野菜が安く手に入るのは魅力。私
にとって産直はなくてはならない存在ですね。

戸沢野菜菌茸直売所

高橋キミ子さん
戸沢野菜菌茸直売

所は、昭和62年に営
業を開始しました。
私もその時から参加
し、収穫した野菜を
販売しています。
直売所での野菜販

売は貴重な現金収入です。ただ、野菜だけを
やっているわけではないので、とにかく忙し
いですね。でも、お客さんの顔を見ていると、
喜んで欲しいという気持ちが湧いてくるんで
す。だから、農薬を減らす努力をしたり、人
気の高い野菜を栽培したりと、極力ニーズに
応えようとしています。利用者とのふれあい
や、人と人との結びつきがやりがいです。

ふれあい溢れる産直施設
利用者の笑顔をやりがいに

整備された「産直イベントスペース」

第1回しずくいし産業再生戦略会議の様子

町内だけではなく近隣
市町村からの利用者も多
いという戸沢の産直。こ
の日、西和賀町から訪れ
ていた田中さんから話を
聞くことができました。
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報
告
消
防
操
法
等
競
技
会

ポ
ン
プ

車
の
部

第
２
分
団
第
２
部
が
制
す

町
消
防
操
法
等
競
技
会
が
六
月
十
五

日
、
町
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
迅
速
で
正
確
な
消
防
機

器
の
操
作
技
術
向
上
と
確
実
軽
快
な
部

隊
行
動
の
基
礎
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

競
技
は
ポ
ン
プ
車
、
小
型
ポ
ン
プ
、

規
律
訓
練
の
三
部
門
で
実
施
し
ま
し

た
。参

加
し
た
消
防
団
員
は
き
び
き
び
と

し
た
動
作
で
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。
競
技
の
結
果
、
ポ
ン
プ

車
の
部
は
第
二
分
団
第
二
部
が
優
勝
。

ま
た
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
は
第
二
分
団

が
七
年
連
続
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
ポ
ン
プ
車
の
部
】
優
勝
▽

第
二
分
団
第
二
部
、
第
二
位

▽
第
二
分
団
第
三
部
、
第
三

位
▽
第
五
分
団
第
二
部

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】
優
勝

▽
第
二
分
団
、
第
二
位
▽
第

一
分
団
、
第
三
位
▽
第
三
分

団【
規
律
訓
練
の
部
】
優
勝
▽

第
一
分
団
、
第
二
位
▽
第
三

分
団
、
第
三
位
▽
第
五
分
団

【
総
合
の
部
】
優
勝
▽
第
二

分
団
、
第
二
位
▽
第
一
分
団
、

第
三
位
▽
第
五
分
団
　

俊敏な動きでホースを伸ばす団員

迅速・安全・確実をモットーに競技に臨む消防団員

町
長
中
屋
敷
博
氏
逝
去

元

・
大
正
十
一
年
九
月
十
五
日
、
御
明

神
に
生
ま
れ
る
。

・
昭
和
十
七
年
三
月
、
御
明
神
村
立

青
年
学
校
本
科
卒
業
。

・
昭
和
十
七
年
三
月
、
御
明
神
村
書

記
。

・
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
、
御
明
神

村
助
役
。（
合
併
に
よ
り
退
任
）

・
昭
和
三
十
年
四
月
か
ら
同
四
十
一

年
九
月
ま
で
産
業
課
長
、
税
務
課

長
、
総
務
課
長
、
土
木
課
長
。

・
昭
和
四
十
六
年
六
月
、
雫
石
町
収

入
役
。

・
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
、
雫
石
町

長
。
同
六
十
一
年
十
一
月
ま
で
三

期
。

・
こ
の
ほ
か
、
雫
石
町
農
業
委
員
会

会
長
、
雫
石
町
観
光
協
会
会
長
、

岩
手
県
町
村
会
会
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
。

《
表
彰
歴
》

・
昭
和
五
十
八
年
一
月

全
国
町
村
会
会
長
表
彰

・
平
成
五
年
十
一
月

勲
五
等
瑞
宝
章

・
平
成
十
三
年
十
一
月

町
勢
功
労
者

中屋敷博氏

６
月
10
日
、し
め
や
か
に
葬
儀

病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
元
町
長
の

中
屋
敷
博
氏
が
、
六
月
五
日
午
後
三

時
四
十
四
分
、
心
不
全
の
た
め
自
宅

で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
満
八
十
五
歳

で
し
た
。

中
屋
敷
博
氏
は
昭
和
四
十
九
年
十

一
月
か
ら
同
六
十
一
年
十
一
月
ま
で

三
期
十
二
年
に
わ
た
り
雫
石
町
長
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
町
勢
発
展
に
大
き

な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
中
は
積
極
的
な
行
動
力
で
町

づ
く
り
の
基
盤
整
備
に
努
め
ら
れ
、

老
朽
化
し
た
小
学
校
改
築
や
統
合
中

学
校
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
文
教

施
設
や
中
央
家
畜
市
場
の
誘
致
な
ど

産
業
振
興
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

葬
儀
は
六
月
十
日
、
ホ
テ
ル
森
の

風
鶯
宿
で
営
ま
れ
ま
し
た
。
葬
儀
に

は
生
前
の
信
望
の
厚
さ
を
表
す
よ
う

に
町
内
外
か
ら
多
く
の
参
列
者
が
訪

れ
、
在
り
し
日
の
故
人
の
遺
徳
を
讃

え
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

主
な
経
歴
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申
し
込
み
受
け
付
け
は
８
月
11
日
ま
で

募
集

町
で
は
、
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま

す
。
こ
の
試
験
は
、
平
成
二
十
一
年
度

の
雫
石
町
職
員
採
用
候
補
者
を
決
め
る

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

【
受
け
付
け
期
間
】

七
月
十
日（
木
）〜
八
月
十
一
日（
月
）

八
時
三
十
分
〜
十
七
時
十
五
分（
土
・

日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
も
八
月
十
一
日
ま
で
に

必
着
の
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
験
手
続
き
】

①
申
し
込
み
用
紙
の
交
付

申
し
込
み
用
紙
は
、
町
役
場
総
務
課

で
交
付
し
ま
す
。
申
し
込

み
用
紙
を
郵
便
で
請
求
す

る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込

書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
百

二
十
円
切
手
を
貼
り
あ
て

先
を
記
入
し
た
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
用
紙
が
入
る
返
信
用

封
筒
を
同
封
の
う
え
同
課

（
〒
０
２
０
・
０
５
９
５

住
所
記
載
不
要
）に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

②
受
験
の
申
し
込
み

申
し
込
み
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
を

貼
り
付
け
て
町
役
場
総
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
受
験
票
用
の
写
真（
裏
面
に

氏
名
を
記
入
）と
、
受
験
票
送
付
用
の

八
十
円
切
手
も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
受
験
票
の
送
付

申
込
書
を
審
査
の
う
え
受
験
資
格
が

あ
る
と
認
め
た
受
験
者
に
、
八
月
下
旬

こ
ろ
受
験
票
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

【
試
験
日
・
内
容
】

①
第
一
次
試
験：

九
月
二
十
一
日（
日
）

・
教
養
試
験
▽
公
務
員
と
し
て
必
要
な

一
般
的
知
識
お
よ
び
知
能
を
見
る
多
　

岐
選
択
式
に
よ
る
筆
記
試
験

・
作
文
試
験
▽
文
章
に
よ
る
表
現
力
、

課
題
に
対
す
る
理
解
力
、
思
考
力
な

ど
を
見
る
記
述
式
に
よ
る
筆
記
試
験

・
専
門
試
験
▽
専
門
知
識
お
よ
び
技
術

な
ど
の
能
力
に
つ
い
て
の
筆
記
試
験

②
第
二
次
試
験：

十
一
月
上
旬

・
面
接
試
験
▽
職
員
と
し
て
の
必
要
な

素
質
、
適
正
な
ど
を
み
る
集
団
討

論
・
個
人
面
接
試
験

【
合
格
者
の
発
表
】

第
一
次
試
験
▽
十
月
中
旬

第
二
次
試
験
▽
十
一
月
中
旬

※
各
試
験
と
も
受
験
者
全
員
に
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

【
合
格
か
ら
採
用
ま
で
の
流
れ
】

最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿

に
登
載
さ
れ
ま
す
。
採
用
予
定
日
は
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
で
す
。
な
お
、

採
用
候
補
者
名
簿
は
原
則
と
し
て
同
年

四
月
一
日
か
ら
一
年
間
有
効
で
、
必
要

に
応
じ
て
採
用
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▽
町
役
場
総
務
課

職
員
グ
ル
ー
プ（
�
内
線
２
１

２
・
２
１
３
・
２
１
５
）

◆試験職種および採用予定人員◆

職　種 受　験　資　格採用予
定人員

昭和56年4月2日から昭和62年4月1日ま
でに生まれた者で、大学（短期大学を除く）
を卒業した者もしくは平成21年3月卒業見
込みの者。

昭和56年4月2日から平成3年4月1日まで
に生まれた者。
大学（短期大学を除く）を卒業した者も

しくは平成21年3月卒業見込みの者は受験
できません。

昭和56年4月2日から平成3年4月1日まで
に生まれた者（学歴不問）。
自力で通勤でき、かつ介護者なしで事

務職としての職務遂行が可能で次の要件
を満たす者。
①身体障害者手帳の交付を受けている者
②活字印刷文の出題に対応でき、かつ口
頭による人物試験に対応できる者

若
干
名

若
干
名

若
干
名

一般事務

（大学卒業者対象）

一般事務

（身体障害者対象）

一般事務

（大学卒業者以外対象）

一緒に住みよい町をつくりましょう（20年度新採用職員）

保健師
若
干
名

昭和54年4月2日から昭和63年4月1日ま
でに生まれた者で、保健師免許取得者ま
たは平成21年3月までに取得見込みの者。

雫
石
町
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

建築技師
若
干
名

昭和54年4月2日から平成3年4月1日まで
に生まれた者で、1級または2級建築施工
管理技師免許取得者または平成21年3月末
までに取得見込みの者。

生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談募集 催し



あ

8広報しずくいし　第613号

乳
幼
児
、
重
度
心
身
障
害
者
、
母
子

家
庭
に
該
当
す
る
人
の
医
療
費
受
給
者

証
の
有
効
期
限
が
七
月
末
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
に

つ
い
て
は
、
前
年
の
所
得
に
よ
り
更
新

の
判
定
を
行
い
ま
す
。
判
定
の
結
果
、

該
当
す
る
場
合
に
は
新
し
い
受
給
者
証

を
交
付
し
ま
す
。

左
記
表
に
該
当
す
る
人
で
ま
だ
受
給

者
証
を
お
持
ち
で
な
い
人
に
つ
い
て

は
、
新
規
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
町
役
場
保
健
課
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
医
療
費
助
成
制
度

医
療
受
給
者
証
の
更
新
時
期
で
す

事業区分
該当要件

対象者 所得

乳幼児
出生の日から小学校就
学前までの乳幼児

所得制限なし

妊産婦
妊娠5カ月目から出産
の翌月までの妊産婦

重度心身障害者

①身障手帳1級
②身障手帳2級
③障害年金1級
④特児手当1級
⑤療育手帳Ａ

母子家庭

①配偶者のいない女
子および扶養されて
いる18歳に達する年
度末までの児童
②父母のいない児童

県で定める所
得限度額以下
であること
（扶養の数に
より限度額に
変動あり）

申請に必要なもの

・母子手帳
・健康保険証
・印鑑
・預金口座番号

・障害程度を証明
するもの

・健康保険証
・印鑑
・預金口座番号

・健康保険証
・印鑑
・預金口座番号

ま
た
、
現
在
受

給
者
証
を
お
持
ち

の
人
で
健
康
保
険

証
が
変
更
と
な
っ

た
人
は
、
変
更
の

届
け
出
が
必
要
で

す
。
変
更
後
の
健

康
保
険
証
と
印
鑑

を
持
参
の
上
、
手

続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

医
療
費
は
診
療

月
の
約
二
カ
月
後

の
月
末
に
給
付
と

な
り
ま
す
。
医
療

機
関
へ
の
支
払
い

に
困
っ
た
場
合

は
、
貸
付
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
保
健
課

（
�
内
線
１
３
７
）

保
険
長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

保
険
料
の
普
通
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
）の
普
通
徴
収
が
七
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
普
通
徴
収
は
、
年
金
か
ら
天

引
き
で
き
な
い
被
保
険
者
を
対
象
に
し

て
い
ま
す
。
保
険
料
は
、
納
付
書
に
よ

り
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
普
通
徴

収
の
人
に
は
、
七
月
中
旬
に
納
付
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
の
上
、

期
日
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

長
寿
医
療
制
度
に
よ
り
被
用
者
保
険

か
ら
移
行
さ
れ
た
被
扶
養
者（
勤
め
先

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
人
の
被

扶
養
者
）に
は
激
変
緩
和
措
置
が
と
ら

れ
二
年
間
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
後
の
保
険
料
は
、
平
成
二
十
年

度
は
年
額
千
七
百
円
で
す
。

現
在
、
被
用
者
保
険
資
格
の
確
認

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
遅
れ
た
場
合
、

通
常
の
算
定
に
よ
る
納
付
書
な
ど
が

送
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
で
も
、
役
場
窓
口
で
の
申
請

に
よ
り
、
確
認
で
き
れ
ば
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
長
寿
医
療
制
度
加

入
前
に
社
会
保
険
、
健
康
保
険
組
合
、

船
員
保
険
、
共
済
組
合
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
人
で
、
年
額
千
七
百
円
を
超

え
る
額
の
通
知
が
届
い
た
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
保
健
課
（
�
内
線
１
３
８
）

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は

保
険
料
を
軽
減入院する際に医療機関の受付に提

示すると、窓口で支払う一部負担金
と食事療養費、生活療養費が減額さ
れる「限度額適用・標準負担額減額
認定証」の交付申請を7月1日から町
役場保健課で受け付けています。
【対象】
世帯の全員が住民税非課税の人
【申請に必要なもの】
後期高齢者医療被保険者証、印鑑
※過去1年間に90日以上入院した人
は、その分の領収書の写しを添付し
てください。
※現在減額認定証をお持ちの場合、
有効期限は7月31日です。8月以降も
必要な場合は改めて申請が必要です。
【問い合わせ先】
町役場保健課（�内線138）

「限度額適用・標準負担額
減額認定証」の交付申請を
受け付けています
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周
知
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
事
業

和
野
自
治
会
も
登
録
し
延
べ
35
団
体
へ

町
で
は
、「
結
い
っ
こ
」
と
呼
ば
れ

る
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
よ
り
住

み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
自
治
会
な
ど

の
団
体
登
録
や
交
付
金
交
付
申
請
を
、

四
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

新
た
に
「
和
野
自
治
会（
和
野
行
政

区
）」
が
団
体
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
今
年
度
に
入
り
団
体
登
録
し

た
「
林
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
林
行

政
区
）」、「
七
ツ
森
・
丸
谷
地
自
治
会

（
七
ツ
森
・
丸
谷
地
行
政
区
）」
並
び
に

「
中
島
自
治
会（
中
島
行
政
区
）」、
昨
年

度
ま
で
に
登
録
し
た
自
治
会
と
合
わ
せ

る
と
三
十
五
団
体
（
六
月
十
七
日
現
在
）

と
な
り
町
内
七
十
四
行
政
区
に
対
す
る

割
合
は
、
お
よ
そ
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
、
町
で
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
今
年
度
十
二
行

政
区
が
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
予
定
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
度
中
に
半
数

以
上
の
行
政
区
で
自
治
会
が
結
成
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。

こ
の
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

希
望
す
る
団
体
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」

「
興
味
は
あ
る
が
ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
聞
き
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

説
明
会
開
催
の
日
時
、
場
所
な
ど
は

問
い
ま
せ
ん（
日
程
が
他
の
行
政
区
な

ど
と
重
複
し
た
場
合
は
、
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
住
民
課

（
�
内
線
１
１
３
、
１
１
４
）

募
集
新
七
ツ
森
墓
地
公
園

使
用
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
中

町
で
は
、
新
七
ツ
森
墓
地
公
園
使
用

申
し
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。同
園
は
静
寂
と
安
ら
ぎ
に
包
ま
れ
、

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
明
る
く
美
し

い
墓
地
公
園
で
す
。

一
昨
年
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
、

こ
れ
ま
で
七
十
八
区
画
の
使
用
が
決
ま

り
ま
し
た
。

使
用
を
希
望
す
る
人
は
、
町
役
場
住

民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
資
格
】
①
現
在
、
町
内
に

住
所
か
本
籍
が
あ
る
人
　
②
以
前
、
町

内
に
本
籍
が
あ
っ
た
人

【
受
け
付
け
場
所
】
町
役
場
住
民
課

【
受
け
付
け
時
間
】
八
時
三
十
分
〜
十

六
時
三
十
分
　
※
閉
庁
日
を
除
く

【
必
要
な
も
の
】
①
墓
地
使
用
許
可
申

請
書（
住
民
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

②

印
鑑
　
③
世
帯
全
員
の
住
民
票
　
④
戸

籍
全
部
事
項
証
明（
申
し
込
み
資
格
②

の
人
）

⑤
使
用
料
・
管
理
手
数
料（
左

表
参
照
　
※
申
し
込
み
時
に
全
額
納
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
度
納
め
た
使

用
料
・
管
理
手
数
料
は
お
返
し
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

【
そ
の
他
】
墓
地
公
園
の
美
観
を
保
つ

た
め
、
設
置
す
る
墓
碑
の
形
や
寸
法
を

統
一
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
住
民
課

（
�
内
線
１
１
３
、
１
１
４
）

新七ツ森墓地公園のあらまし
総面積／12,029.88㎡、墓地区画数（４㎡墓地
306区画、6㎡墓地88区画）、水汲み場／１カ
所、トイレ兼休憩所／１カ所、駐車場（普通車
用73台、車いす用2台）

使用料 管理手数料
（申込時のみ） （申込時以降毎年度）

４㎡ 180,000円 2,400円
６㎡ 270,000円 3,600円

＜墓地の区画面積別使用料・管理手数料＞

※ただし申込資格②の人は、使用料が1.5倍となります。

区画面積

町では、小動物が死亡したとき、
その焼骨を埋葬し霊を弔う「死亡動物
埋蔵施設」を設置しています。ペット
供養の場所として、どうぞご利用く
ださい。
【場所】町火葬場駐車場脇
【対象動物】町民が飼育する犬、猫、
鳥などのペット的な小動物
【申し込み】死亡動物埋蔵施設使用申
請書に必要事項を記入・捺印し町役
場住民課へ提出してください
【受入可能日】平日９時から16時まで
（１月１～３日、12月29～31日を除
く）
【その他】利用料は無料です。受け入
れは火葬された焼骨に限ります。飼
い主の責任において、あらかじめ動
物専門の火葬場などで火葬した焼骨
をお持ちください。なお納骨庫は共
有型のもので、個室は設けていませ
ん。
【問い合わせ先】町役場住民課（�内
線113、114）

ペットの霊を弔う埋蔵
施設をご存じですか
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催
し
8
月
15
日
第
38
回
雫
石
よ
し
ゃ
れ
祭

雫
石
商
店
街
で
集
中
開
催
へ

催
し
自
慢
の
唄
や
踊
り
に
期
待

第
８
回
南
部
よ
し
ゃ
れ
全
国
大
会

真
夏
の
祭
典
雫
石
よ
し
ゃ
れ
祭
。
今

年
も
八
月
十
五
日
、
午
後
一
時
か
ら
開

催
し
ま
す
。

今
回
は
、
雫
石
商
店
街
「
よ
し
ゃ
れ

通
り
」
に
会
場
を
一
本
化
し
て
、
郷
土

芸
能
な
ど
を
披
露
す
る
特
設
ス
テ
ー

ジ
、
み
こ
し
運
行
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
の
演
奏
、
よ
し
ゃ
れ
パ
レ
ー
ド
、
さ

ん
さ
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＜会場：雫石商店街よしゃれ通り＞
◎特設ステージイベント（郷土芸能など）
◎みこし運行
◎マーチングバンド、鼓笛隊　
◎よしゃれパレード　
◎YOSAKOI演舞　
◎さんさパレード　
◎さんさ輪踊り
◎大もちまき
※詳しい日程は後日全戸にチラシを配布
します。

仮装よしゃれ参加者を大募集
雫石よしゃれ祭実行
委員会では、「仮装よし
ゃれ」出演者を募集し
ます。自慢の衣装に身
を包み、夏の夜を舞っ
てみませんか。
【申し込み先】雫石よし
ゃれ祭実行委員会（雫石
商工会�692－3321）
【申し込み期限】8月8日

「
雫
石
よ
し
ゃ
れ
」
が
元
唄
と
な
っ

て
い
る
東
北
地
方
の
代
表
的
な
民
謡

「
南
部
よ
し
ゃ
れ
」の
第
八
回
全
国
大
会

を
八
月
十
日
、
中
央
公
民
館
野
菊
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
す
。

大
会
参
加
者
を
七
月
十
八
日
ま
で
募

集
し
て
い
ま
す
。
自
慢
の
唄
や
踊
り
を

ぜ
ひ
ご
披
露
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
方
法
】
町
役
場
商
工
観
光

課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申
込
用
紙
に
記

入
し
、
左
記
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
す
る

か
直
接
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
出
場
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

同
大
会
事
務
局
（
�
６
５
２
・
１
２
１

２
�
６
５
２
・
１
２
３
４
）

観
賞
入
場
整
理
券
は
、
現
在
配
布
中

で
す
。
整
理
券
の
配
布
は
な
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
求
め

く
だ
さ
い
。

【
配
布
場
所
】
中
央
公
民
館
、
各
地
区

町
立
公
民
館
、
雫
石
商
工
会
、
観
光
案

内
セ
ン
タ
ー

※
入
場
整
理
券
の
予
約
は
行
い
ま
せ
ん

【
整
理
券
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

同
実
行
委
員
会
事
務
局（
町
役
場
商
工

観
光
課
内
�
内
線
２
５
６
）

【
日
時
】
８
月
10
日（
日
）
８
時
45
分
開
会

【
場
所
】
中
央
公
民
館
野
菊
ホ
ー
ル

●大会参加者を募集
◇一般・唄の部、踊りの部
◇年少・唄の部、踊りの部
◇年長・唄の部

●観賞入場整理券は
現在配布中です

◆
観
賞
入
場
整
理
券
を
配
布

第7回
一般唄の部最優秀賞

佐野よりこさん
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報
告
キ
ラ
リ
☆
輝
く
雫
石
の
物
産
と
観
光
展

東
京
・
銀
座
で
町
内
産
品
を
Ｐ
Ｒ

六
月
二
十
一
日
、二
十
二
日
の
両
日
、

東
京
・
銀
座
の
岩
手
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
「
い
わ
て
銀
河
プ
ラ
ザ
」
で
、

「
キ
ラ
リ
☆
輝
く
雫
石
の
物
産
と
観
光

展
」（
雫
石
商
工
会
、
し
ず
く
い
し
物

産
振
興
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
首
都
圏
在
住
の

雫
石
町
出
身
者
で
構
成
さ
れ
る
「
在
京

雫
石
町
友
会
」
発
足
三
十
周
年
を
記
念

し
て
開
催
さ
れ
、
中
屋
敷
町
長
、
加
藤

完
商
工
会
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

で
華
々
し
く
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

二
日
間
と
も
雨
で
あ
い
に
く
の
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
日
は
開
店
前
か

ら
並
ん
で
待
つ
人
の
姿
が
あ
り
、
前
岩

手
県
知
事
の
増
田
寛
也
総
務
大
臣
夫
妻

も
激
励
に
駆
け
つ
け
る
な
ど
、
二
日
間

合
わ
せ
て
約
三
千
三
百
人
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。雫
石
の
新
鮮
な
野
菜
、

雫
石
牛
、
農
産
加
工
品
は
、
た
い
へ
ん

好
評
で
、
特
に
雫
石
産
米
の
特
別
販
売

に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人

気
。
亀
甲
織
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

店
外
か
ら
足
を
止
め
て
窓
越
し
に
見
て

い
る
人
も
い
ま
し
た
。

し
ず
く
い
し
物
産
振
興
会
の
松
田
國

夫
会
長
は
、
今
回
の
物
産
展
を
終
え
、

「
町
の
産
業
に
関
わ
る
人
た
ち
み
ん
な

が
力
を
合
わ
せ
て
、
首
都
圏
の
消
費
者

の
み
な
さ
ん
に
雫
石
の
い
い
も
の
を
提

供
す
る
活
動
を
今
後
も
継
続
し
た
い
」

と
、
雫
石
の
物
産
振
興
に
ま
す
ま
す
意

欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

岩
手
山
で
山
開
き

報
告

七
月
一
日
、
雫
石
町
、
八
幡
平
市
、

滝
沢
村
の
三
市
町
村
主
催
に
よ
る
岩
手

山（
二
〇
三
八
�
）
山
開
き
が
行
わ
れ
、町旗を先導に山頂を目指す雫石町登山者

登
頂
の
達
成
感
に
登
山
者
も
笑
顔

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
け

福
祉
８
月
中
に
忘
れ
ず
に
提
出
を

八
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

（
全
額
支
給
停
止
者
を
含
む
）の
皆
さ
ん

か
ら
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

月
で
す
。
全
額
支
給
停
止
者
を
含
む
手

当
受
給
者
に
は
七
月
中
に
個
別
通
知
の

予
定
で
す
。

八
月
以
降
の
手
当
支
給
を
判
断
す
る

大
切
な
届
け
出
で
す
。
こ
の
届
け
出
を

提
出
し
な
い
と
、
支
給
が
差
し
止
め
に

な
り
、
提
出
が
遅
れ
る
と
支
給
時
期
が

遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
八
月
中
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
八
月
中
に
提
出
で
き
な

い
場
合
は
必
ず
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
福
祉
課
児
童
担
当
（
�
内
線
１

２
８
）

本
町
で
は
網
張
登
山
口
で
山
開
き
式

（
神
事
）を
行
い
ま
し
た
。

神
事
終
了
後
、
網
張
コ
ー
ス
か
ら
約

百
五
十
人
が
山
頂
を
目
指
し
出
発
。
当

日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
ま
ず
ま
ず
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
参
加
者
は
眼
下
に
広

が
る
天
然
の
パ
ノ
ラ
マ
や
ミ
ヤ
マ
キ
ン

バ
イ
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
チ
ン
グ
ル
マ

な
ど
の
高
山
植
物
を
楽
し
み
な
が
ら
頂

上
に
到
着
し
ま
し
た
。

常
に
強
風
が
吹
き
荒
れ
る
山
頂
も
こ

の
日
の
風
は
弱
く
、
各
コ
ー
ス
か
ら
登

っ
た
雫
石
町
、
滝
沢
村
、
八
幡
平
市
の

登
山
隊
代
表
が
ピ
ッ
ケ
ル
交
換
を
行

い
、
万
歳
三
唱
で
登
頂
の
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

多くの人で賑わう雫石の物産と観光展

激励に駆けつけた増田総務大臣（左から2番目）
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報
告

今
年
で
結
成
三
十
周
年
を
迎
え
る
在

京
雫
石
町
友
会
の
総
会
が
、
六
月
二
十

一
日
、
東
京
上
野
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
関
東
周
辺
の
町
友
会
員
約

六
十
人
の
ほ
か
、
中
屋
敷
町
長
ら
町
三

役
、
町
議
会
議
員
も
出
席
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
出
身
の
民
謡
歌
手
、
天

瀬
良
子
さ
ん
や
、
福
田
廣
平
さ
ん
が
唄

や
踊
り
を
披
露
し
総
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

町
内
出
身
者
が
東
京
上
野
に
集
う

第
30
回
在
京
雫
石
町
友
会
総
会
開
催

報
告
法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

六
月
二
十
日
、
雫
石
町
保
護
司
協
議

会
の
小
川
重
男
会
長
ら
四
人
が
町
役
場

町
長
室
を
訪
れ
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
へ
の
参
加
協
力
を
呼
び
か
け
る
法

務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
中
屋
敷

町
長
に
伝
達
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
や
非
行
の
あ
る
少
年
た
ち
の
改
善

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

今
回
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
は
、
強

調
月
間
を
七
月
に
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

運
動
へ
の
協
力
を
町
に
呼
び
か
け
る
た

め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

過
ち
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支
え
て
い

け
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
地
域
す
べ

て
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
参

加
、
協
力
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

メッセージを手渡す小川会長（左）楽しく盛り上がった町友会総会

報
告
地
域
の
活
力
で
咲
き
誇
る
花

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
へ
一
斉
植
栽

六
月
七
日
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
の
一
斉
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し

た
。国

道
46
号
雫
石
バ
イ
パ
ス
黒

沢
川
交
差
点
か
ら
春
木
場
陸
橋

ま
で
延
長
五
・
五
キ
ロ
の
両
側

歩
道
に
置
か
れ
た
千
個
の
プ
ラ

ン
タ
ー
に
約
三
百
人
の
参
加
者

が
、
国
道
の
北
側
に
ピ
ン
ク
、

南
側
に
赤
の
ベ
ゴ
ニ
ア
を
植
栽

し
ま
し
た
。

今
年
は
町
に
登
録
さ
れ
て
い

る
三
十
二
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
団
体
か
ら
百
三
十
九
人
が
参

加
。
開
会
式
で
は
各
団
体
の
の

ぼ
り
旗
を
た
な
び
か
せ
、
曇
り

空
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
地
域

の
皆
さ
ん
の
活
力
み
な
ぎ
る
植
栽
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
家
族
連
れ
や
子
供
会
な

ど
一
般
応
募
者
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
し
、
思
い
出
に
残
る
花
植
え
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
は
、
平
成
二

年
か
ら
始
め
ら
れ
、
今
年
で
十
九
回
目

を
数
え
、
町
内
は
も
と
よ
り
町
外
か
ら

の
来
訪
者
か
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま

す
。花

は
、
十
一
月
ご
ろ
ま
で
咲
き
誇
り

雫
石
バ
イ
パ
ス
を
彩
り
ま
す
。

仲良くベゴニアの苗を植える参加者

各会ののぼりを先頭に開会式に臨む
地域コミュニティ団体
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●町役場への問い合わせ…�692－2111
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農
林
第
２
回
い
わ
て
の
森
林
の
感
謝
祭

植
樹
や
山
の
手
入
れ
に
光
る
汗

安眠は健康の第一条件
高齢者福祉サービス通信

○雫石町地域包括支援センター �691－1105
○日赤鴬鳴荘在宅介護支援センター �695－2536
○在宅介護支援センター笑々館 �692－3164
○はーとぽーと雫石在宅介護支援センター

�691－1022
○在宅介護支援センターおみょうじん �691－2550
○町役場福祉課高齢者福祉担当 �692－2111（119）

資源ごみ情報　分別排出でリサイクル推進

びん類 缶類 プラ類 紙類 鉄くず 合計

4月 24,080 13,350 0 58,070 10,380 105,880

5月 16,180 6,560 7,840 36,290 6,230 73,100

合計 40,260 19,910 7,840 94,360 16,610 178,980

前年同期 22,950 21,220 6,500 106,660 3,600 160,930

比較 17,310 △1,310 1,340 △12,300 13,010 18,050

（単位：kg）

＜資源化実績＞

◆資源ごみ全量リサイクル化を目指して
平成19年の町民一人1日あたりのごみの排出量は、約1㎏です。全国平均も約
1㎏であり、4日間で東京ドームをいっぱいにしてしまう量が、日本中の家から
出てきます。
これを容積比で見た場合、約60％が飲み終わったペットボトルやガラス瓶、
食品やティッシュの空き箱、包み紙、トレイ、レジ袋、シャンプーや洗剤の空
きボトルなどの「容器」「包装」に使われたものです。これらは、いわゆる「資
源ごみ」と呼ばれるものであり、どのように生まれ変わるのでしょうか。
【リサイクルの行方】
（例）

このように、資源ごみとして分別したものは、再商品化事業者などに引き渡
されてリサイクルされます。効率的な再資源化を図るため、今後も資源ごみの
分別にご協力をお願いします。

【担当】町役場環境対策課（�内線166）

町では寝具洗濯乾燥サービスを実施します。
寝具を洗濯し、清潔で快適な生活を過ごせる
よう支援します。気持ちよく眠れることは、
介護する人の心も軽くします。あなたも、布
団をきれいにしてぐっすりと安眠しませんか。
【対象者】高齢者世帯、または高齢者世帯に準
じた高齢者や障害者で老衰、心身の障害や疾
病などのため、寝具の衛生管理が困難な人
【サービス内容】掛布団、敷布団、毛布、マッ
トレス各1枚の洗濯、乾燥、消毒を行います。
洗濯中の貸し布団もあります。
【実施時期】8月予定（事前に連絡のうえ、回収、
納入します）
【料金】無料（磁器マットレスなどの特別寝具
は有料となります）
【申し込み期限】7月30日（水）
【問い合わせ先】町地域包括支援センター

心
の
健
康
づ
く
り
対
策
連
絡
会
議
が

六
月
三
十
日
町
役
場
で
開
催
さ
れ
、
委

員
へ
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

同
連
絡
会
議
は
、
精
神
科
医
を
は
じ

め
、
警
察
官
や
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
の
ほ
か
新
た
に
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
合
わ
せ
て
十
一
人
で
構
成
さ
れ
、

心
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
普
及
啓

発
や
自
殺
予
防
対
策
の
推
進
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
委
員
の
任
期
は
、
平
成
二
十
二
年

五
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
年
間
で
す
。

ー
プ
に
分
か
れ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
植
栽
、

下
草
の
刈
り
払
い
を
行
い
、
小
学
生
は

林
業
関
係
者
の
指
導
の
も
と
実
際
に
木

を
切
り
倒
し
間
伐
を
体
験
し
ま
し
た
。

第
二
回
い
わ
て
の
森
林

も
り

の
感
謝
祭

が
、
五
月
二
十
八
日
に
七
ツ
森
森
林
公

園
を
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
林
業

関
係
者
や
小
学
生
な
ど
約
四
百
五
十
人

が
参
加
し
、
植
樹
、
間
伐
、
刈
り
払
い

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
達
増
拓
也
県
知
事
、
中

屋
敷
町
長
、
大
宮
惇
幸
県
議
会
議
員
と

七
ツ
森
、
雫
石
、
御
明
神
、
橋
場
の
各

小
学
校
代
表
が
感
謝
祭
開
催
の
記
念
と

し
て
桜
の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

開
会
式
に
続
き
、
参
加
者
は
各
グ
ル

報
告
心
の
健
康
づ
く
り
対
策
に
委
員
を
委
嘱

自
殺
者
の
抑
制
に
つ
な
げ
る

びん類 ガラスびん、タイルなど
缶類 缶製品、鉄材
ペットボトル 衣料品、カーペット
プラ類 プラ製品燃料など
紙類 各種紙用品、梱包材料など

住
民
・
市
町
村

再
商
品
化

間伐作業を体験する小学生

中屋敷町長から委嘱状を受ける
佐々木正志委員（右）
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●あなたの身近で起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの情報
をお知らせください。

【町役場経営推進課広聴広報担当】
〒020－0595（住所不要）
電話番号：692－2111
FAX番号：692－1311
Eメール：kouhou@town.shizukui
shi.iwate.jp

6月15日

チャグチャグ馬コがやってきた
鈴の音を優雅に鳴らし町内歩く

「しずくきらり☆」
商工会女性部の総菜店の名前決定

6月15日、チャグチャグ馬コ2頭が岩井花蒼前神
社にやってきました。馬に由来する神社であること
から滝沢村の飼育者に依頼し実現したものです。
馬コは、きらびやかな飾りに身を包み松ぼっくり

駐車場から神社までと、花工房らら倶楽部から神社
までのコースを「チャグチャグ」と軽やかな鈴の音
とともに行進しました。神社に着いてからは、神事
が執り行われ、参加者は農耕などに馬を使っていた
時代に思いを巡らしなつかしんでいました。

6月1月

第20回東北ブロックグラウン
ド・ゴルフ交歓大会が、6月19日
から20日にかけて、雫石町総合運

動公園で開催されました。
開会式では、大会名誉会長の中
屋敷町長が、「グラウンドゴルフ

を楽しんだ後は、ぜひ
町内各所の温泉につか
り疲れと汗を流してい
ってください」と選手
を歓迎。
競技は、各県の代表
など計8チームが参加
する団体戦と、768人
の参加者全員で行う個
人戦によって争われま
した。
初夏を思わせるよう
な天候にも恵まれ、選
手らは雫石の豊かな自
然を感じながら鮮やか
なプレーを展開してい
ました。

まちの話題・出来事紹介

6月19日、20日

雫石の景観豊かな自然の中で鮮やかなプレーを展開
東北グラウンド・ゴルフ交歓大会

5月4日にオープンした商工会女性部の総菜の店の
名前が決まりました。
町民やお客さんから店にふさわしい名前を募集し

たところ、36通の応募がありました。その中から厳
正に選んだ結果、雫石町の野崎順子さんの作品「し
ずくきらり☆」に決定しました。応募された皆さん
ありがとうございました。
表彰式は6月1日の軽トラ市の日に総菜の店「しず
くきらり☆」で行われました。岩井花蒼前神社で馬コとふれあう参加者

集中した表情でホールを狙う参加者

表彰を受ける野崎順子さん（右から3番目）
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7月1日

雫石の綺麗な水を証明
町内の小河川にバイカモが群生

岩手県の希少な野生生物（いわてレッドデータブッ
ク）に選定されるバイカモ（梅花藻）が町内の小河川に
群生していました。バイカモは日本の特産種で、浅
くきれいな流水中に生育します。岩手県では、本町
の他、花巻市や田老町などで確認されています。
花の形が、梅の花によく似ていることからこの名

前がついたバイカモ。撮影時にはまだ花は咲いてい
ませんでしたが、水質のバロメータでもあるこの花
を地域で大事に見守りたいものです。

TOWN TOPICS

水
面
に
揺
ら
れ
る
バ
イ
カ
モ

①職種 ②基本給 ③求人番号④必要資
格など　注）�印は正社員採用

（有）村上土木建設（西根）：�①建設技術者（土木）②15万円③03010－

8525281④１種普通免許、土木施工管理技士２級以上、現場管理経験者　（株）

中村建設（下曽根田）：��土木技術者②20万円～35万円③03010－8527081④１種普

通免許、土木施工管理技士1級、土木施工管理経験者 永伸産業（株）（町内）：�①土木

工事施工管理技術者②22万円～27万円③03010－8555481④１級土木施工管

理技士（監理技術者証保有） 太子食品工業（株）雫石工場（長山）：①食品製造②

136,160円③03010－8493881④１種普通免許 山下縫製工業（有）（上町西）：�

①婦人服製造工②106,777円③03010－8004681④経験者尚可 中間法人東日本

福祉手技療法普及協会（町内）：��エステテシャン②15万円～20万円③03010－

7761981④経験者、エステティシャン認定資格尚可同：��リラクゼーションセラピス

ト②13万円～18万円③03010－7960181④経験者、マッサージ師、はり師、きゅう師

資格者尚可 （株）ジャパンクリエイト（町内）：�一般事務②139,440円③03010－

7919181④ワード、エクセル　（有）オプト電通（七ツ森）：�①電話工事作業員②

15万円～23万円③03010－7517381④１種普通免許、経験者歓迎　日映エン

タープライズ（株）（丸谷地）：�①接客・販売②14万6千円③03010－7756781

④１種普通免許、接客経験有尚可　同：①接客・販売②115,500円～148,500円

③03010－6083681④１種普通免許、接客経験有尚可　大建重工（株）（万田渡）：

��建設鳶工・鍛冶工②14万円～24万円③03010－6123481④高所作業経験、溶接・

高所作業車等資格取得者歓迎、１種普通免許　SECURITYabe阿部克巳（町内・滝沢

村）：�警備員②13万8千円～16万1千円③03010－6228681④１種普通免許、初心者可、

経験者尚可、交通誘導警備業務1・2級尚可　（有）横手鈑金工業所（黒沢川）：�①１

級建築士または１級施工管理技士②30万円～40万円③03010－4838881④１

種普通免許、１級建築士、１級建築施工管理技士、建築工事現場監督3年以上

同：�①板金工②15万円～30万円③03010－5620381④１種普通免許、板金工

1年以上 明北産業（株）（西安庭）：�①土木施工管理技士②25万円③03010－

4801481④土木作業、土木施工管理、土木施工管理技士2級以上 （有）グリーン

ガレージ（長山）：��部品用品取付修理②15万円③03010－4919281⑥１種普通免許

（AT限定不可） （社）康生会鴬宿温泉病院（南畑）：�①看護師・准看護師②

160,100円～28万円③03010－8556781④看護師、准看護師　（株）銀河調剤

（町内・盛岡市）：��薬剤師②23万2千円～45万円③03010－7592681④薬剤師 （医）

孝仁会（鴬宿）：� ①看護師②18万5千円～21万円③03010－7242881④１種

普通免許、看護師または准看護師　同：①看護師②14万5千円～19万円③

03010－7243281④１種普通免許、看護師または准看護師　同：�①介護職員

②13万円～16万円③03010－7244181④１種普通免許、介護福祉士　同：①介

護職員②13万円～16万円③03010－7246381④１種普通免許、介護福祉士ま

たはヘルパー2級以上　（社）康済会身体障害者療護施設「うぐいすの郷」（西

安庭）：①介護職員②14万7千円③03010－6338881④介護福祉士またはホーム

ヘルパー2級以上　新岩手農業協同組合（町内）：①通所介護事業所における看護

師、通所介護事業の看護師②16万5千円③03010－5967081④看護師、准看護

師、通所看護師経験、１種普通免許　（株）ホテル加賀助（鴬宿）：��厨房②15万

円～18万円③03010－7444281④不問 （株）ホテル東日本（町内）：��フロント②

129,600円～217,400円③03010－7069081④１種普通免許、経験者優遇 同：��調

理師②128,100円～23万5千円③03010－7070981④調理師免許所持者優遇、経験者優

遇 同： ��接客サービス②135,600円～233,600円③03010－7071581④経験者優

遇 同：��営業②15万7千円～22万5千円③03010－7072481④経験者優遇、１種

普通免許　同：��ブライダルプランナー②156,200円～22万5千円③03010－

7073781④経験者優遇、１種普通免許、エクセル・ワード操作可　同：��予約電

話受付②131,100円～21万2千円③03010－7074881④経験者優遇、エクセル・ワー

ド操作可　（株）しずくいし（橋場）： �①調理スタッフ②149,800円③03010－

6832981⑥１種普通免許、調理、原価計算、食材等発注経験者　ニュー鶯山荘

（鴬宿）：��ホテル旅館業務②12万円～15万円③03010－6735981④経験者優遇、エ

クセル・ワード操作可、１種普通免許　（株）岩手県市町村職員保健保養施設運営管

理機構（ゆこたんの森）（長山）：�料飲係②162,200円～172,500円③03010－

5431881④１種普通免許、料飲係経験者、シフトにより早朝や夜が遅い勤務に

も対応

※6月25日までに盛岡公共職業安定所に申し込みのあった町内企業の求
人情報です。【問い合わせ先】就業希望の方は、同職業安定所紹介第一
部門（�624－8902）まで求人番号を告げて問い合わせください。また、
事業所へは職業安定所の紹介状をご持参ください※役場１階に求人情
報を掲示しています。ご利用ください。【担当】町役場商工観光課（�
692－2111）

6月14日に発生した、岩手・宮城内陸地震で県内で

も一関市、奥州市を中心に甚大な被害が及びました。

過去、町内でも平成10年9月3日に発生した「岩手山

南西地震」の際に、長山で震度6弱を記録。今回の地

震では、町内で被害は確認されませんでしたが、6月

17日に地震の影響と思われる土砂崩れが大村地区の

県道盛岡横手線で発生しました。

緊急地震速報があった場合は、慌てて外へ飛び出さ

ず、丈夫な机の下などに隠れましょう。人の多い施設

などでは、係員の指示に従い、慌てて出口や階段など

に殺到しないようにしてください。また、外では、ブ

ロック塀の倒壊や、看板、ビルなどからのガラスの落

下に注意しましょう。車に乗っていた場合にも、慌て

て急ブレーキをかけることはせず、周りの状況を確認

しながら落ち着いて停車させてください。

災害時には、一秒でも早い避難、対応が求められま

す。もしものときのため、避難所の場所、避難所まで

の経路の確認、伝言ダイヤルの使い方の確認、自主防

災組織の防災訓練への参加など、万全の準備を心がけ

ましょう。

※災害発生時には被害状況を町役場までお知らせください。

○備えあれば憂いなし

災害への備えは万全ですか？
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供
え
物
を
持
っ
て
お
参
り
に
行
き

ま
す
。
今
で
も
こ
の
地
域
を
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

ま
た
、
こ
の
石
碑
は
天
瀬
自
治

会
で
昨
年
か
ら
約
五
十
年
ぶ
り
に

復
活
さ
せ
た
疫
病
ま
つ
り
を
行
う

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
も
家

内
安
全
、
交
通
安
全
を
願
い
六
月

十
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
結
い
の
心
」「
思
い
や
り
の
心
」

が
大
事
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

伝
統
的
な
行
事
は
時
を
超
え
て
継

承
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
感

謝
を
忘
れ
な
い
心
を
、
こ
の
先
も

永
く
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

天
瀬
行
政
区
に
は
、
昔
か
ら
伝

わ
っ
て
い
る
龍
神
様
を
祭
る
石
碑

が
あ
り
ま
す
。
龍
神
様
と
は
、
水

の
神
様
で
す
。
遠
い
昔
か
ら
こ
の

地
域
を
水
害
か
ら
守
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

も
と
も
と
こ
の
地
域
は
、
水
害

が
頻
繁
に
発
生
す
る
地
域
で
し
た
。

私
の
知
る
限
り
で
も
水
害
の
話
は

よ
く
聞
き
ま
し
た
が
、
不
思
議
な

こ
と
に
、
こ
の
龍
神
様
を
祭
っ
た

石
碑
だ
け
は
流
さ
れ
ず
に
残
っ
た

と
言
い
ま
す
。
こ
の
石
碑
が
建
立

さ
れ
た
の
が
文
化
十
三
年（
西
暦
一

八
三
〇
年
）。
お
そ
ら
く
そ
の
当
時

も
こ
の
地
域
の
人
た
ち
は
水
害
に

苦
し
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
で
こ
の
場
所
に
龍
神
様

を
祭
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の

習
慣
で
こ
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
た

と
さ
れ
る
八
月
一
日
に
は
毎
年
お

▲一際目立つ一本杉。この杉の根本に龍神様は祭られている

下久保ミエさん（74歳）
龍神様を紹介

▲杉の根元の石碑。今でも「文化十三年建立」の文字が見える

水害から地域を守る龍神様



17 広報しずくいし　第613号

【広　告】

発行月に3歳の誕生日を迎える子
を紹介しています。掲載を希望する
人は下記までお申し込みください。

７

いつも大好きなアンパンマンを弟の愛希
まなき

と見ています。
お気に入りのようで録画したものを何回も楽しんでいま
す。最近、弟の面倒を見てくれるようになりました。
いつまでも仲のよい２人でいてほしいですね。

秀
生
・
靖
恵
夫
妻
の
子

（
籬
野
）

細
川
　
愛ま
な

ち
ゃ
ん

わが家自慢の子、孫の写真
遠慮せず　どしどしご応募

お待ちしています
【応募要領】子の写真（裏に子の氏名記入）、別紙に子
の名（ふりがな）、子の生年月日、保護者（父母）氏名、
住所（行政区）、電話番号、コメントを書き添え、誕生
月の前月25日ころまでに投稿してください。
【応募先】〒020－0595（住所記載不要）雫石町役場
広報しずくいし担当　※投稿写真は原則としてお返し
しません。

声
雫
石
駅
南
口
に
街
灯
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い

●意見・提言・質問などの送り先　
郵 送：〒020－0595(住所記載不要)

雫石町役場経営推進課　広報しずくいし編集担当
Eメール：kouhou@town.shizukuishi.iwate.jp
ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

町に寄せられた
声の紹介

雫
石
駅
南
口
の
駐
車
場
を
利

用
し
、
盛
岡
ま
で
通
勤
し
て
い

ま
す
。
夜
八
時
台
の
電
車
で
帰

っ
て
き
ま
す
が
、
南
口
に
下
り

た
と
き
非
常
に
暗
い
と
感
じ
ま

す
。
迎
え
に
来
た
人
に
顔
が
見

え
る
よ
う
に
、
ま
た
駐
車
場
に

行
く
と
き
も
足
元
が
見
え
る
よ

う
に
、
街
灯
を
新
設
し
て
も
ら

え
な
い
で
し
ょ
う
か
。
防
犯
の

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
大
久
保
文
隆
）

答
南
口
通
路
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置

駅
南
口
の
街
路
灯
は
、
星
空

を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
小
さ

な
光
源
を
使
用
し
、
下
方
の
み

を
照
ら
す
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
照
明
面
積
の

小
さ
い
照
明
で
あ
る
た
め
、
ご

指
摘
の
よ
う
に
一
般
の
街
路
灯

に
比
べ
暗
い
印
象
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

現
在
は
、
駅
南
口
の
改
修
工

事
を
実
施
し
、
南
口
通
路
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
を
新
設
し
ま
し
た
。

夜
間
に
お
い
て
も
以
前
よ
り
明

る
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今

後
も
駐
車
場
ま
で
の
街
路
灯
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
設
置
で
き

る
か
ど
う
か
継
続
し
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

お兄ちゃんと一緒に活発に遊んでいます。お人形で遊
んだり、お化粧の真似をしたりおませな面も見せてくれ
ます。笑顔の似合う優しい女の子に育ってほしいです。

邦
昭
・
由
紀
子
夫
妻
の
子

（
天
川
）

四
ツ
家
愛
華
ま
な
か

ち
ゃ
ん
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税情報

振替日は毎月25日です
残高確認をお願いします
口座振替による振替日は原則毎

月25日です。指定口座の残高が不
足すると引き落としができなくな
ります。金融機関での納税の手間
を省くために利用していただいて
いますが、振替ができないと金融
機関に出向いて納めていただくこ
とになります。
振替できるよう前日までに残高

確認をお願いします。
【担当】町役場税務課町税管理担
当（�内線146）

7月の納税　固定資産税第2期
国保税第1期

ます。
【受験資格】昭和60年4月2日から平
成3年4月1日までに生まれた人
【採用予定数】約120人
【受け付け期間】7月22日～8月5日
（インターネット利用の場合は7月29
日まで）
【第一次試験日】9月28日
【詳細】詳しくは人事院ホームページ
（国家公務員採用試験情報で検索）を
ご覧ください。

収益金が市町村振興に使われるサ
マージャンボ宝くじ（市町村振興全国
自治宝くじ）は7月14日から8月1日
まで発売されます。
最高賞金額は1等前後賞合わせて3

億円、2等1億円のほか、ジャンボ賞
として3万円の少額当選の賞金も豊
富になりました。
この宝くじは通信販売でも買うこ

とができます。
（岩手県市町村振興協会）

先の大戦において、外地など（事変
地の区域または戦地の区域）に派遣さ
れ、戦時衛生勤務に従事した旧日本
赤十字社救護看護婦および旧陸海軍
従軍看護婦（慰労給付金受給者を除く）
に対して、その労苦に報いるため内
閣総理大臣名の書状を贈呈していま
す。
請求できるのは、平成21年 3月31

日までです。
【問い合わせ先】総務省大臣官房管理
室（〒100－8926東京都千代田区霞が
関2－1－2�03－5253－5182）

建設業退職金共済制度は、建設現
場労働者が事業主や現場を転々と移
動しても、その労働者が建設業に従
事しなくなったときに退職金が支払
われる、業界全体の退職金制度です。
国の制度なので安全、確実、申し

込み手続きは簡単です。
詳しくは、独立行政法人勤労者退

職金共済機構岩手支部（�622－4536）
にお問い合わせください。

従軍看護婦等の労苦に
総理大臣から書状贈呈

建設現場で働く労働者
退職金共済制度加入を

サマージャンボ宝くじ
最高賞金額は3億円に

（5月届け出分）

おめでた カッコ内は保護者名
4月

28 大村　樹花
じゅか

・女・（祐昭）陽和郷

5月

4 三河　舞夏
まいか

・女・（真也） 矢　櫃

7 小赤澤　颯
さやか

・女・（文人） 小赤沢

7 大坊　陽花
はるか

・女・（紀仁）土　橋

11 佐藤　拓心
たくみ

・男・（ 茂 ） 林

13 袖林　　蓮
れん

・男・（翔太） 駒木野

13 中村　まり ・女・（貴憲） 上町二

18 福崎孝太郎
こうたろう

・男・（孝広） 長　根

18 白石　倖己
ゆ き

・男・（久己弥）矢　櫃

22 山本　桔平
きっぺい

・男・（貴士） 林

23 原　大翔
ひろと

・男・（国也） 板　橋

おくやみ カッコ内は世帯主名と享年
5月
1 白石　己徳（勝徳・81） 矢　櫃

4 佐々木ナミ（直美・78） 安　庭

7 廣瀬　武雄（本人・75） 黒沢川

9 南野　久信（本人・88） 南

9 高橋　定義（三男・53） 片子沢

14 佐々木キワ（正雄・96） 安　庭

15 小松　芳男（本人・78） 晴　山

16 小田　榮二（ 實 ・94） 和　野

21 菊池　冨枝（伸吉・87） 上春木場

21 村田　　勝（本人・64） 大　村

23 米倉　三男（本人・82） 七ツ森

24 細川　由則（本人・64） 横　欠

27 村田ハナヨ（啓司・96） 大　村

27 前　　トヨ（本人・80） 中　南

30 和田　　章（耕平・87） �根田

町では、雫石銀河ステーショ
ン駐輪場に放置している自転車
の撤去を行います。該当する自
転車には赤い紙を取り付けてい
ます。撤去期限は7月31日です。
心当たりの方は期限までに撤去願
います。 （町役場商工観光課）

放置自転車を撤去します
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【広　告】

岩手県新規就農相談センターと岩
手県などでは、新たな就農希望者に
県内の就農に関する的確な情報を提
供し、就農者として円滑に定着促進
できるよう新農業人フェアinいわて
を開催します。
【日時】9月7日11時～15時
【場所】いわて県民情報交流センター
（アイーナ。盛岡市盛岡駅西通）
【対象者】新規就農希望者、農業法人
への就農研修希望者、農業・農村に
興味・関心のある人、Ｕターン希望
者、農業体験希望者
【相談内容】就農地域紹介、技術習得、
農地確保、資金調達、農業法人への
就農研修など
【対応者】新規就農者受け入れ市町村、
農業法人、県関係者など
【問い合わせ先】岩手県農業公社担い
手対策部�623－9390

8 月になると水稲の斑点米カメム
シの防除が始まります。斑点米カメ
ムシは水稲の品質を低下させるため、
防除は大変重要です。
しかし、平成17年から、県内で、

このカメムシの防除に関連すると思
われるミツバチの大量死が発生して
います。
今年はこのようなことがないよう

に、防除に際しての注意事項や巣箱
の移動などについて、事前に水稲生

産者と養蜂業者などで十分協議し、
被害防止に努めてください。
（岩手県農林水産部�629－5654）

岩手県雇用開発協会などでは第6
回岩手県障害者技能競技大会「いわ
てアビリンピック2008」の出場者を
募集しています。
【日時】9月28日9時～15時
【場所】県立産業技術短期大学校（矢
巾町南矢幅10－3－1）
【競技種目】パソコン（ワープロ）、同
（表計算）、洋裁、縫製、木工、喫茶
サービス
【対象者】障害者手帳所持者、知的障
害者。平成20年4月1日現在15歳以上
【参加料】無料
【申し込み期限】8月25日
【申し込み、問い合わせ先】同協会
（〒020－0024 盛岡市菜園一丁目
12－10日鉄鉱盛岡ビル内、�652－
8080�652－7355

北海道では、北方領土返還要求運
動がさらに高まるように、「北方領土
の日」ポスターを募集しています。
最優秀作品は、平成20年度「2月7日
北方領土の日」ポスターや啓発資材
のデザインとして採用します。
【応募資格】高校生以上ならどなたで
も応募できます。
【応募規定など】
・作品サイズ：A 3版またはB 3 版

（いずれも縦）
・画材・画法：手書きまたはデジタ
ルプリント
・応募点数：未発表もの
・その他：作品の中に必ず「2月7日
は北方領土の日」など、2月7日が北
方領土の日であることが分かるよう
にすること。作品の裏面に氏名（ふ
りがな）、職業（学校名）、年齢、住
所、連絡先、作品に関する簡単な解
説を書くこと
【応募締め切り】9月19日
【作品の提出、問い合わせ先】北海道
総務部北方領土対策本部（〒060－858
8札幌市中央区北3条西6丁目�011－
204－5069）

岩手県青年司法書士会では、生活
保護に関する無料相談会を開催しま
す。
【日時】8月9日10時～16時
【場所】岩手県司法書士会館（盛岡市
本町通二丁目12－18）
【相談内容】生活保護に関する問題
例：「収入が少なく、生活が大変だ」
「生活保護を受けたいが、相談先が分
からない」など
【相談方法】面談または電話（�料金
無料フリーダイヤル0120－052－088）
【相談員】同青年司法書士会会員

人事院と法務省では、入国警備官
採用試験（高等学校卒業程度）を行い

「北方領土の日」啓発
ポスターを募集中です

生活保護に関する問題
解決に向け無料相談会

農業始めたい人対象に
就農相談会開催します

障害者技能競技大会の
出場者を募っています

水稲防除による養蜂の
被害防止にも気遣いを

入国警備官の採用試験
実施は高校卒業程度で
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20

休 日 当 番 医

あとがき
●今月号の特集は地産地消でした。みなさ
んは意識していましたか？私は、全くとい
うほど無頓着でした。しかし、食糧自給率
の低さがありながらの、国の政策などには
疑問が残る所もあります。実行するのは簡
単ではないことかもしれませんが、地産地
消に取り組もうと思いました。 （古）
●先日は強い地揺れがあり県内でも甚大な
被害が発生しています。そして身の回りの
ものをはじめあれもこれも値上がり続き。
そんな中で値上がりせず安全安心なのは町
内の産直に並ぶ新鮮な野菜などです。（一）

◆7月
13日 上 原 小 児 科 692－3907
20日 雫石大森クリニック 691－2345
21日 雫 石 診 療 所 692－3155
27日 高 橋 医 院 692－3318

◆8月
3日 雫 石 診 療 所 692－3155
10日 上 原 小 児 科 692－3907
17日 鴬 宿 温 泉 病 院 695－2321

●人のうごき 平成20年5月末現在
男 9,091人 （△3） 出生 15人
女 9,781人 （0） 死亡 18人
計 18,872人 （△3） 転入 34人
世帯数 6,059世帯 （0） 転出 34人
※カッコ内は前月末増減

●火事・救急　５月末
火　事 2件 （ 5件）
救　急 59件 （269件）

※カッコ内は１月からの累計（盛岡西消防署雫石分署）
※この日程は医師の都合で変更になることがあります
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